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北東アジア動向分析
中国（東北三省）

2003年末、中国中央政府は東北旧工業基地振興戦略（東

北振興戦略）を打ち出した。これに加え、中国政府は地域

格差の是正を図る目的に、2004年の目標経済成長率を

7.0％に掲げ、マクロ的な調整措置を実施した。このよう

な背景の中で、東北三省の上半期（１－６月期）の経済動

向を概観する。

2004年上半期の東北経済概況～伸びる工業総生産

遼寧省の工業総生産伸び率は前年同期比21.7％で、全国

の伸び率（17.7％）を上回った。うち、国有企業及び国有

持ち株企業の伸びが著しく、前年同期比27.7％増の2,112.3

億元に達した。業種別にみると、原材料工業、農産物加工

業の伸びが顕著であった。一方、冶金工業分野の成長は低

迷した。中央政府のマクロ的調整措置の実施により、吉林

省の工業生産の伸びは前年同期比24.8％増で、７年ぶりの

最高水準に達した。その特徴としては、・外資系企業およ

び香港、台湾系企業の伸び率が高く、前年同期比40.3％増

を記録したこと、・東北振興策の実施により重工業の成長

が顕著で、同26.3％増を実現したことが挙げられる。また、

工業製品の中で自動車、石炭、鋼材などの生産量が増加し

た。特に乗用車の生産台数は前年同期比22.8％増となり、

その生産量は20.1万台に達した。東北三省のうち、黒龍江

省の工業総生産伸び率は最も低く、全国平均を下回る

14.3％に留まった。

固定資産投資の面からみると、遼寧省のみ、全国平均

（31.0％）を上回り、前年同期比31.7％増に達した。黒龍江

省の固定資産投資は１～６月の間、月を追うごとに伸びが

低くなった。黒龍江省と同様に、吉林省の固定資産投資も

12.4％の伸びに留まった。このうちわけをみると、インフ

ラ設備への投資伸び率は前年同期比0.9％増、更新改造投

資は同19.1％増、不動産投資は同20.4％増で、不動産投資

が依然高成長を続けていることが分かる。吉林、黒龍江両

省の固定資産投資低迷の理由は、①中央政府が鋼鉄、アル

ミ、セメントなどの業種に対し、調整政策を実施したこと、

②中央政府の金融政策が安定的な発展方針から緊縮方針に

転換し、貸し出し規模を厳しく制限したことである。また、

政府は一部の業種の加熱投資を阻止するため、建設項目に

ついて審査を厳格にしたことも理由の一つに挙げられる。

社会消費品小売額伸び率は吉林、黒龍江省がそれぞれ前

年同期比15.8％、11.8％増となった。この高成長は両省と

も中央政府の農業税免除モデル地域として指定され、農民

の負担が減少し、消費の増加に繋がったことによるもので

ある。

上半期の東北部の対外貿易をみると、吉林省を除く二省

は貿易黒字であった。吉林省は鳥インフルエンザの発生に

より、同省の主な輸出品目である鶏肉の輸出が停止し、輸

出伸び率は▲13.1％であった。また、同省の輸入伸び率が

前年比40.8％になったのは自動車生産企業の新規合併に伴

う輸入によるものと考えられる。

急速に普及した携帯電話

中国の携帯電話の加入者数（累計）は、2003年末の時点

で２億6,869万人に達した。2003年の１年間だけでも6,268.8

万人の新規加入があったとのことで、１年間の成長も驚異

的である。2004年春の調査時には都市部では市民の半数以

上が携帯電話を所有しているという結果が出た。現在でも

１ヶ月に500万人の新規加入がある中国の携帯電話市場で

は、各社が新機種を次々に登場させる一方で、中古携帯電

話市場も活況を呈している。これは北京や上海と行った大

都市に限らず、出張などで訪れる中国東北の都市において

もこの活発な様子を目の当たりにする。携帯電話の売り場

は多くの人々で賑わっており、１台3,500元（約４万５千

円）といった携帯電話も飛ぶように売れていく様子は圧巻

である。

最近は2004年３月から開始された第三世代（3G）携帯

電話のテストも終盤を迎えたことを受け、「2004年末まで

に営業ライセンス発行か」「2005年６月には商品化か」な

どの期待とも憶測とも取れる情報が飛び交い、各メーカー

の開発・販売戦略が注目されている。

（ERINA調査研究部研究員　李勁）
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（注）前年同期比。
（注）工業総生産額（付加価値額）は国有企業及び年間販売収入500万元以上の非国有企業の合計のみ。
（注）遼寧省の工業生産伸び率は生産額ベースであり、付加価値額ベースではない。
（出所）中国国家統計局、各省統計局、対外貿易経済合作部資料より作成。


